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サ
ー
高
度

化

(
ppmは

1
0
0
万
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1

)

末
満
で
あ
る
。
こ
の

種
の
測
定
で
は
、
ガ
ス
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
の
ラ

ボ
に
設
躍
さ
れ
る
分
析
機

ス
を
発
生
さ
せ
る
適
切
な
制
御
さ
れ
た
加
湿
ガ
ス
の
と
が
で
き
た
。

響

は
大
き
く
な
る
。
ま

i

器
だ
け
で
な
く
、
よ
り
簡
機
器
が
必
要
で
あ
っ
た
。

調
製
で
あ
る
。
こ
の
課
題

二
つ
目
の
課
題
は
、
＞

た
、
加
湿
楔
準
ガ
ス
中
の
i

便
で
迅
速
に
測
定
で
き
る
そ
の
た
め
、
独
自
に
加
湿
は
、
標
準
湿
度
の
発
生
方

o
c成
分
の
吸
着
で
あ
水
分
も
配
管
内
表
面
な
ど
一

ガ
ス
セ
ン
サ
ー
も用
い
ら
標
準
ガ
ス
発生
装
置
を
開
法
を
利
用
し
て
加
湿
ガ
ス
る。

V
o
c

標
準
ガ
ス
が
に
吸
着し
や
す
い
た
め
、
~

れ
て
い
る
。
し
か
し
、

特

発
し
、
分
析
結
果
を
評
価
を
調
製
す
る
こ
と
で
解
決
接
す
る
配
管
内
表
面
な
ど
水
分
が
共
存
し
て
い
る
こ
一

に
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
は
、
水

し
た
。

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
呼
に
、

V
oc成
分
が
吸
着
と
で

V
o
c成
分
が
さ
ら
i

分
の
影
響
を

受

け

や

す

く

気

よ

り

も

水

分

量

が

高

い

す

る

。

V
o
c濃
度
が
微
に
吸
着
し
や
す
く
な
る
こ
一

2
つ
の
課
題
解
消

感
度
が
大
き
く
変
化
す
る
加
湿
ガ
ス
を

調
製
す
る
こ
墨
に
な
る
ほ
ど、

そ
の
影
と
が
予
想
さ
れ
た。

~

こ
と
が
あ
る。

開
発
で
は
、
加
湿
標
準

“
•

こ
れ
ら
の
課
題
は、

配
i

産
業
技
術
総
合
研
究
所
ガ
ス
の
発
生
方
法
と
し

管
内
表
面
の
不
活
化
処
理
一

（産
総
研）
で
は

、

呼
気
て
、
よ
り
高
湿
度
に
加
湿
や
配
管
類
の
加
熱
な
ど
を
百
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•

ガ
ス
測
定
用
ガ
ス
セ
ン
サ
さ
れ
た
ガ
ス
を
用
い
て
乾

行
う
こ
と
で
対
処
し
た
。

な
く
、

V
o
c濃
度
の
変
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

有
害
大
気
汚
染
物
質
や
ー
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
燥

v
o
c標
準

ガ

ス

を

希

呼

気

と

同
程
度
の
水
分
を
化
に
対
応
し
た
分
析
機
器
ま
た
、
こ
の
技
術
を
利
用

呼
気
中
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
の
研
究
を
進
め
た
。
検
討
釈
す
る
方
法
を
採
用
し

含
む

v
o
c標
準
ガ
ス
を
の
応
答
が
得
ら
れ
る
こ
と

し
て
、
湿
度
の
高
い
環
境

ー
な
ど
の
測
定
で
は
、
気
に
当
た
っ
て
は
、
水
分
量

た
。
し
か
し
、
大
き
な
課

発
生
し
、
標
準
ガ
ス
中
の
を
確
認
し
た
。

下
で
も
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
が

体
試
料
に
含
ま
れ
る
揮
発
や
微
量
の

V
o
Cの
濃
度
題
が
二
つ
あ
っ
た
。
＿
つ

V
o
Cの
濃

度

を

変

化

さ

正

確

に

動

作

す

る

か

ど

う

同
時
発
生
増
や
す

性
有
機
化
合
物

(V
o
を
制
御
し
な
が
ら
標
準
ガ
目
の
課
題
は
、
水
分
墨
が

せ

て

分

析

機

器

の

応

答

と

か

を

評

価
す
る
サ
ー
ビ
ス

C

)

の

濃

度

が

測

定

さ

れ

の

関

係

性

を

評

価

し
た
。

今
後
、
同
時
に
発
生
で
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

て
い
る
。
測

定

対

象

の

＞

そ

の

結

果

、
試
料
中
の
水
き
る

V
o
c成
分
数
を
増
す
。

O
Cの
濃
度
は
通
常
1
p

p

m

分

の

影

響

を

受

け

る

こ

と

や

す

な

ど

技

術

を

発

展

さ

手支補iてき
＂ン――— ⑮
ー産羞•Illの挑戦一

加
湿
枷
準
ガ
ス
発
生
華
置

・
 

加
湿
標
準
ガ
ス
発
生
装
置

v
o
c濃
度
と
湿
疫
を
制
御
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曜
日
に
掲
翻
）

入所より、揮発性有機化合物の標
準物質 ・標準ガスの研究開発を担当
してきた。また、これらに関係する
分析方法の開発を行い、連携企業へ
の橋渡しを行った。標準ガス関連技
術を活用することで、 環境、エネル
ギー分野のみならず、さまざまな方
面での社会課題の解決に貢献できれ
ば幸いである。
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